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 東北大学は、1913 年に日本で初めて女子学生３名の入学を許可した。その３

名はやがて女性初の学士になるなど、本学は女性研究者育成の歴史に大きな足

跡を残している。そのような歴史の中、戦前にあっては学問を志す全国の女性

が「学都仙台」に集い、本学は帝国大学の中で最も多くの女子学生を輩出した。 

そして、2001 年に全国に先駆けて東北大学男女共同参画委員会を発足させ、

「男女共同参画のための東北大学宣言」（2002年）のもと、全学的な男女共同参

画の推進に向けた活動として、学内の環境整備や意識改革、学内外広報等に努

めてきた。 

また、2003年度に 21世紀 COE「男女共同参画社会の法と政策」が、2008年度

にはその成果を発展させたグローバル COE「グローバル時代の男女共同参画と多

文化共生」が採択された。これらは、男女共同参画とダイバーシティ研究・教

育のためのプログラムであり、研究・教育における男女共同参画の取り組みも

全国に先駆けて進めている。 

自然科学系分野では、2006 年度から「杜の都女性科学者ハードリング支援事

業」を展開し、環境整備や次世代育成等に取り組むとともに、2009 年度からは

「杜の都ジャンプアップ事業 for 2013」により、理工農学分野の女性研究者の

採用を促進し、そのリーダー育成を推進している。 

このように、男女共同参画の包括的推進（理論整備・活動支援）において、

我が国をリードする活動を展開している本学は、女子学生入学 100 年の歴史と

背景をもとに、建学以来の理念の一つである「門戸開放」を継承する男女共同

参画について、今後 10年間の行動指針として以下の７項目を策定する。 

 

 

 

 

 

 



【両立支援・環境整備】 

本学構成員が、年齢性別等を問わず、仕事や学業と生活との両立を図ること

ができるように、意識の醸成に努め、子育て支援のための学内施設の充実や介

護支援を含めた制度等の環境整備と周知を進める。 

【女性リーダー育成】 

アカデミアにおける男女共同参画の推進に向けて、女性研究者を積極的に採

用・養成し、さらに学内および学会・社会のリーダーとして飛躍させるための

支援・登用制度を整備する。 

【次世代育成】 

将来性豊かな次世代女性研究者を輩出するために、サイエンス・エンジェル

（SA）活動を継続・発展することなどにより、学部生・大学院生を対象とした

研究者使命の意識啓発と醸成に努め、さらに実体験を通して育成する施策を推

進する。 

【顕彰制度】 

アカデミアにおける男女共同参画の先駆として、各分野で活躍し多大な貢献

をなした方々を選考し顕彰するため、新たな「東北大学男女共同参画賞」を創

設する。 

【地域連携】 

東北地方の中心に位置する大学として、東北地方の多くの大学、行政機関等

との連携を進め、地域発展や震災復興事業等における男女共同参画を推進する。 

【国際化対応】 

ワールドクラスへの飛躍に向けて、グローバルな研究・教育体制に相応しい、

外国人研究者・留学生を対象とした様々な両立支援策を講じ、国際的観点に基

づいて学内の男女共同参画を推進する。 

【支援推進体制】 

上記の男女共同参画活動を円滑に推進するために、男女共同参画担当理事（若

しくは副学長）と総長特別補佐（男女共同参画担当）を置き、さらに「男女共

同参画推進センター（仮称）」などの恒常的支援体制を整備する。 

 


